
金
滞
官
服
志
巻
十
九

共
、
か
つ
て
長
ぽ
え
不
v
申
候
。
御
た
は
御
き
く
様
と
申
よ
し
.
つ
ね

品
、
河
川
悦
九
」
う
物
が
た
り
に
て
う
け
給
申
候
。
つ
ぎ
に
り
う
と
う
b

か
た
い
わ
と
申
候
。

牟

七

郎

は

L

き

し

の

様

島

か

わ

様

御
返
事
人
々
申
給
へ

御
き
く
様
御
せ
い
き
ゃ
う
月
目
、
ム
ア
い
ぷ
ん
す
ぢ
め
の
か
た
を
た
づ

ね
候
へ
共
.
し
か
と
し
れ
不
v
申
候
鹿
に
.
り
う
と
う
久
し
く
遁
ひ
候

《
厨
万
四
ザ
d

物
申
は
、
此
あ
と
四
十
・
ね
ん
ば
か
り
さ
き
ま
で
‘
さ
い
は
う
じ
り
う

と
う
か
た
へ
い
で
入
御
ざ
候
と
申
に
つ
き
、
心
も
と
た
く
ぞ
ん
じ
、

さ
い
は
う
じ
へ
た
づ
ね
に
う
か
ひ
候
へ
ば
.
大
危
ど
ん
様
御
ひ
め

『
企
図
向
田
主
B
除
-

様
、
御
え
い
御
い
は
い
御
ざ
候
。
御
か
い
み
や
う
は
き
ん
け
い
く
う

『
健
医
田
敏
曲
玄

ぎ
よ
く
だ
う
女
様
と
申
候
。
す
た
は
ち
さ
い
は
う
じ
は
さ
い
き
一
ゃ
う

R-骨嘗紳腕
V

じ
ま
っ
じ
ゅ
ゑ
‘
し
ゅ
ん
か
う
ゐ
ん
様
よ
り
、
御
い
は
い
・
御
ゑ
い
つ

か
は
さ
れ
侯
よ
し
に
て
‘
い
ま
に
御
ざ
候
。
御
え
い
は
御
と
し
ご
ろ

は
六
・
七
歳
様
に
見
え
申
候
。
御

τに
き
く
の
は
た
御
も
ち
辞
成
候
。

御
そ
ば
に
ひ
い
左
・
い
ぬ
ぽ
と
御
ざ
候
。
も
し
御
き
く
御
ひ
め
様
に
て

御
ざ
候
は
ん
や
と
ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ
り
候
。
御
か
い
み
や
う
う
っ
さ

ひ
し
と
発
ゆ
。
但
し
宵
像
の
貨
は
坂
本
西
教
寺
の
御
影
の
み
也
。
西

方
寺
の
御
影
に
は
右
の
貨
は
友
し
と
い
へ
り
。
今
按
宇
る
に
‘
右
商

殺
寺
宵
像
の
貨
に
て
見
れ
ば
.
西
毅
寺
の
御
影
は
、
天
E
十
二
年
八

月
姫
君
逝
去
の
時
苗
闘
を
命
ぜ
ら
れ
、
民
智
上
人
は
同
寺
の
住
職

に
て
、
そ
の
頃
貨
を
依
額
し
給
ひ
た
る
た
る
ぺ
し
。
又
金
揮
の
西
方

・
寺
た
る
御
影
は
‘
春
香
院
殿
の
納
め
給
ふ
と
の
事
た
れ
ば
、
税
t
後

の
事
に
て
‘
坂
本
西
叡
寺
の
宵
像
を
模
潟
命
ぜ
ら
れ
た
る
も
の
た
る

ぺ
し
。
西
方
寺
の
寺
記
に
、
実
正
十
二
年
八
月
廿
一
日
利
家
卿
上
京

の
際
、
息
女
な
る
菊
姫
の
方
逝
去
せ
ら
れ
‘
嘗
寺
本
山
坂
本
西
毅
寺

へ
撞
葬
に
相
成
、
法
名
を
金
渓
窓
王
室
女
と
稀
し
.
回
肉
料
と
し
て

毎
年
玄
米
五
十
石
を
寄
附
せ
ら
れ
.
内
十
五
石
本
山
へ
納
め
‘
爾
来

五
十
二
年
の
問
共
勤
め
怠
ら
宇
。
然
る
に
寛
永
十
三
年
四
月
火
災
以

後
、
共
事
止
む
。
と
あ
り
。
寛
永
の
火
災
と
い
ふ
は
‘
八
年
四
月
十

四
日
の
火
災
の
事
験
、
叉
十
二
年
五
月
九
日
の
火
災
の
事
友
ら
ん
か
。

十
二
年
の
火
災
は
、
=
一
州
一
志
に
、
一
作
=
十
三
年
-
と
あ
り
。

。
西
方
寺
銭
天
神

此
の
天
紳
は
.
中
納
言
利
常
卿
の
寄
附
し
給
ふ
よ
し
僻
承
し
‘
歯
像

に
て
、
世
人
鋭
天
紳
と
呼
ぺ
り
。
茜
だ
古
樹
に
し
て
、
鑑
異
殊
勝
た
り

金
滞
古
蹟
志
巻
十
丸

こ
八

せ
あ
げ
申
候
。

金

渓

窓

王

室

女

実

正

十

二

年

八

月

廿

一

日

右
書
簡
に
て
見
れ
ば
、
そ
の
か
み
春
香
院
殿
よ
り
菊
姫
君
の
位
牌
及

び
宵
像
を
西
方
寺
に
置
か
れ
し
也
。
春
香
院
殿
は
利
家
卿
の
御
七
女

に
て
‘
菊
姫
君
の
御
妹
也
。
初
め
細
川
興
一
郎
忠
隆
主
に
嫁
委
し
‘

腹
長
五
年
有
v
故
離
線
、
同
十
年
村
井
出
雲
長
次
の
室
と
成
り
給
へ

り
。
さ
て
右
宵
像
は
紛
像
に
て
、
今
も
西
方
寺
に
停
来
す
。
松
雲
公

山
本
基
腐
を
し
て
穿
撃
せ
し
め
給
ふ
時
の
魔
替
に
、
坂
本
西
毅
寺
へ

罷
越
相
等
候
底
‘
大
納
言
様
大
津
に
被
v
成
=
御
座
-
候
時
分
、
御
息
女

御
逝
去
.
則
嘗
寺
に
市
御
葬
港
有
v
之
。
御
影
・
御
位
牌
御
魂
屋
被
第
昌

立
置
一
日
牌
料
も
被
-
上
置
-
候
肉
御
影
賛
認
。

金
渓
益
玉
宜
女
官
像

秋
風
吹
a

草

花

吋

友

命

更

匡
v
留必

仮
胎
a

丹
青
質
吋
府
回
向
看
経
a

子
炉
時
夫
正
十
二
年
八
月
廿
一
日

民

智

上

人

制

滋
野
茂
投
日
く
、
右
坂
本
西
教
寺
K
納
有
v
之
菊
姫
君
の
宵
像
と
金
津

西
方
寺
の
宵
像
、
共
の
回
す
る
底
全
く
同
じ
。
雨
寺
の
分
同
時
に
鶴

間
を
命
ぜ
ら
れ
、
西
敏
寺
と
西
方
寺
と
雨
寺
へ
位
牌
と
共
に
納
め
給

と
い
ひ
傭
へ
た
り
。

紳
像
の
賛
僻

堂
々
菅
相
園
。
直
集
蹴
轡
紳
.

遺
愛
楳
花
在
a

調
和
天
地
容
a

七
宇
隼
柴
天
所
v
封。

徳
馨
只
在
梅
花
上
。

楳

発

淳

印

西
都
北
野
託
"
瀞
雌
吋

貞
節
猶
存
一
夜
松
。

林

泉

蹄

才

印

O
一
氷
亀
山
金
問
寺

曹
洞
宗
也
υ
貞
享
二
年
の
由
来
書
に
云
ふ
。
嘗
寺
開
基
、
天
正
年
中
於
且

越
中
守
山
海
老
坂
-
建
立
、
慶
長
十
二
年
奥
村
三
郎
兵
衛
先
艦
奥
村
周

防
、
金
滞
へ
呼
越
、
寺
遊
立
設
度
と
て
、
犀
川
一
，
橋
之
漣
に
寺
屋
敷

拝
領
設
し
建
立
候
底
、
利
常
卿
御
代
右
之
寺
地
御
用
地
位
相
成
被
ι
召

上
一
錫
暑
地
-
於
昌
石
川
郡
呆
野
-
千
九
百
歩
拝
領
被
a
仰
付
一
石
川
茂
兵

衛
滋
野
勝
監
被
=
打
渡
吋
と
あ
り
。
按
・
守
る
に
、
奥
村
周
防
長
元
は
、

大
型
寺
披
攻
に
討
死
せ
し
奥
村
釆
女
の
弟
に
て
、
釆
女
の
知
行
五
千

石
を
賜
は
り
、
後
源
左
衛
門
と
稀
し
、
盛
安
三
年
正
月
腐
す
。
共
の

子
源
左
衛
門
家
を
縫
ぎ
.
父
遺
知
の
内
三
千
二
百
石
を
賜
は
り
.
貞

ニ
丸

F .' ー、ず
・・，-
- 一ー




